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　　　　　　　　　　　ⅧＯｎ the Exterminatory Effects-upon Black Rice
　　　　　　　　　　　　　Bugs of Oospora dt?structor in the Fields
　　　　　　　　　　　　　　　　　By Tokuemon MORIMOTO　　　　　　　　　　，
　　　　　　　(Phytopathological Laboratory, Agriculture Faculty,･Kochi University)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　言　‘
　圃場において，黒豆病菌胞子の液体撒布（胞子懸濁液）と粉末撒布（胞子と旋鈍粉との混合）に
.よってクロカメムシの駆除試験を行っ7こ結果，該虫の発生の多い圃場においては，６月中下旬に１
徊の液体撒布で刈取期までに殆んど100％の殺虫効果を示すが，発生の少ない圃場では，その効
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）
果は激減し，又粉末撒布の殺虫効果は液体撒布に比して甚だ悪い事を負に報告しfこ．クロカメム
シの発生の少い圃場において，又粉末撒布が液体撒布に比し躯除効果の少ない理由としては，分
生胞子の生活力が原因するものと考えられる．即ち分生胞子の生活力は比較的に短く，特に乾燥状
‘態において，その能力が短期間に消失するものと考えられるので, 1954年には分生咆子の発芽能
力保有期間並びにこれと乾漁との関係について調査すると澗時に該菌の固体培養（家蚕蝸）を稲株
l内に挿入し，fこえす胞子炉新成されると同時に自然に飛散することによってクl=1カメムシの発生の
少ない圃場においても，殺虫効果が持続される炉否かを調査し7こので，こヽゝにその結果を報告する．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　分生胞子の生活力
　分生胞子の生活力を, Hollow Glass による発芽試験で確かめすこ．即ち供試胞子は家蚕輛煎汁寒
’天培養基上の胞子，又は家蚕蝸上の胞子で，それ等の胞子を乾燥状態（自然）に保存しすこもの，水
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）
を入れすこデシケーク内に保存しすこもの並びに培養基上の胞子Vc　ＢａｃtｅｒｉｉｍｉNo. 1　を混合しすこ･も
のについて，一定時間後の発芽卒を調査しすご（謳１表）.
　　　　　　　　　　　　　’第１表　分生胞子の生活力試験結果（1）
　　　　経　洒　月Ｔ
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備考処置は11^17.H,試験期：１１月ｉり翌年5･月含1での６ヵ月．発芽試験温度：２２°Ｃ．発芽率:24時間後の調査
　　　結果（以下同様）．　　　　　　　．．レ･’　　＼’　　　　，／　　　　　　　　　　　　　　，
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　測】ち寒天培養基上の胞子及び漁室に保存しすこ胞子は６ヶ月後においでも夫･々88-　７７％の発芽卒
を示すが，乾燥しすこ家蚕輛上の胞子は４％で発芽卒は非常に低下する．又培養基から離し7こ乾燥胞
子は１ヵ月以内に発芽しなくな^　,　Ｂａｃtｅｒiｕｍ Ｎ０．１混入の場合は最初から発芽が抑制される．
次に乾燥状態における胞子の発芽力を週別に調査しfこ(第２表)．
第２表　分生胞子の生活力試験結果（2）
　　屁池辺二回
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備考処置は３月lOH.
第３表　分生胞子の生活力試験結果（3）
　即ち第１表と同様に寒天
培養基上の胞子及び渦室に
保存しすこ胞子は35日後に
おいて夫々43 － 98 ％の発
芽率を示し，後者は前者よ
り高い．乾燥しすこ胞子は７
日目において既に発芽率を
消失するので，更に日別に，
調査し7こ(第３表)．
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　　備考処置：４月12H,発芽早:24時間後の結果，０内は48時間．
　即ち寒天培養基上の胞子及び温室に保存し赳剋子は29日後においでも夫々92 － 95 ％の発芽牟
を示す炉乾燥（自然）胞子は８～９日後でＯ～６が，更に27日後にはまったく発芽力を失ふ．乾
燥胞子の発芽力は第２表においては７日後，本試験では８～９日後（24時間）に消失する事を示
したが，この差は前者の試験時には晴天炉多く，後者の試験時には雨天が多かっ7こので，胞子を自
然状態において乾燥し実験室に保存しすこ7こめ室内の空気流度の差による･ものと考えられる．
　以上の結果より黒彊病菌の分生胞子は，温度の高い環境においては，秋より春にかけて６ヵ月以
　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，●I（5）上の生活力を保持するものと考えられる．この結果はSteinhaus のＢｅａｕｖｅｒia baｓ＆ｉａｎａに関
する研究報告とは正反対で，同氏は白彊病菌胞子の生活力は温炭の多い処では非常に短期間で消滅
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(1)(2)'し，乾燥状態では少なくとも５年間は保持さると報告しでいる．然し植物の寄生菌胞子 の生活力
には，乾燥に弱Iく，温度の高い時に比較的長いものと，それとまっ7こく反対の性質を有する゛ものと
　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sa　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　Pがあることは既に報告されているので，昆虫の寄生菌においでも同様な性質があるものと考えられ
る．　　　　　｀’　　　　　　　　　　　　丁「　　　　　　　　　　　　｜　　　　　　　●
　　　４　　　　　　　　　　　　　１　　　　　　　　　　　　・　　　　　　ｒ　　，　　　　｀　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　n　黒廻病菌によるクロカメムシの駆除試験
　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や　　　　　　　　　　　　　　　　　●●　●
　黒豆病菌聚家蚕蝸に櫛養し，これを稽株１株当ｂ１佃づっ挿入.u.._稲の刈取期に至るまでのク,ロ
’カタム.シの発死肪態々調査し7こ･･調査方淘μ試験区30株宛について病発頭数を調査しすこ.･尚計
算の場合はクロカメムシをそのまゝの状態において算定し7こので，第２回目以降の調査における生
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・死頭数は前回調査の･頭数が若干重複している事,及び他地区･よりの飛来並に他地区への飛散頭数が:
ある一方i艶死頭数の流失のあることはさけられなかつすこ．･実験は高知市価右衛門，五台山及び秦
の㈹田で行つすこ（第４表）．こ　　　　　バ　　　　！.　　　　　J･　　　’‥
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一一　　-･
５
　即ち黒豆病菌の傅染範囲の方向は調査時及び試験地区により一定しない炉，一般に弼右衛門地区
は東西の方向に傅染し発死卒は15mで50～58％（8月1り日の調査），五台山地区では北の方向は
池の7こめ不明であるが，その他の方向では西の方向へ最も廣く, ldOmにおいて21～<ol%.秦地
区では東の方向（10m以東）は工場地帚なので不明である炉北と南の方向に廣く200mにおいて
30～42％である．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総括並びに結論
　黒豆病華の分生胞子は乾燥状態では23日以内に発芽能力を消失するが，多湯の場合には６ヵ月後
においても77％の発芽卒を示す．クロカメムシの発生の少ない皿場でも．６月下旬に黒豆病菌の
固休培養（家蚕輛）を稲株内に挿入する事により刈収期（８月下旬）までに100％の駆除効果を
示し，挿入区には幼虫の発生を見ない．黒豆病菌の固体埓養力喘の自然傅染範囲は，地形及び風の
方向で一定しないが，挿入隣接区で60～100％，叉それより100～200mの距離で21～97％の発死
率を示す.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’.
　　　　　　　　　　　　　（3）以上の結果及び具に報舎 しすこ結果により，黒豆病菌り1よるクロカメムシの駆除には，該菌の固
体培養（家蚕蝸）を使用する事が望ましい．然し該菌固休培養の反当使用量については更に瞼討を
要するところであり，又稲株内への挿入の代りに小金網箱に該菌の固体培養を入れ水田内に懸垂す
る方法等も考えられるので実際上の使用方法に関しては今後の研究に侯リこい．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　RESUME
　(1) The spores remained viable in moist air condition for at least ６ months, although
the duration of vitality of conidia in dry air condition was considerably short (23 days).
　(2) The mortality of black rice bugs by the thrusting the conidia formed on the
silkworm- pupae into ａ stump of rice･plants, was 100％frｏｍ the treating time (23, June)
till to the havest time (24, August), and there were very few larvae living, becaus the
spores scattered from the silkworm-pupae and infected the black rice bugs newly arrived.
　(3) The sphere oi　natural　infection of　the spores on the silkworm- pupae　depends
upon the lay of the land or the direction of wind. but their mortality is 60～100％ａt
the regions next to the thrusted ，ａｎｄ‘21～67％ａt the regions １００～200m away.
　From the results above mentioned and in the previous reports, the conclusion is drawn
that it is most effective to put into ａ stump of the rice　plants the silkworm- pupae on
which Ｏｏｓｉｏｒａｄｅｓtｒｕｃtｏｒis cultured, yet much remains to be further examined　about
the method of thrusting.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　゛　　　　　　　　　(Received June 30， 1955)

